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「蔵王山測候所」の防風石垣跡の発見

山形大学　蔵王樹氷火山総合研究所　柳　澤　文　孝　

１．はじめに
　蔵王山地蔵岳山頂には、昭和18年９月から昭和

22年９月まで、中央気象台によって「蔵王山測候

所」が設置されていました。これまで、「蔵王山

測候所」の気象観測記録（図１－図３）・写真・

絵葉書などが見つかっていました。一方、気象台

に「蔵王山測候所」を示す地図や位置情報（北緯

38度９分、東経140度26分、海抜1760m）は残っ

ていました。しかし、当時の測候所が海抜1760ｍ
にあったと記載されているのに対して、現在の地

図１　気象観測記録（山形気象台所蔵）
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蔵岳の最高高度は1736ｍとなっています。このよ

うに、当時の位置情報には精度の問題があり、測

候所の正確な場所は分かりませんでした。

　このたび、「蔵王山測候所」にお勤めであった

棚
な ぎ の

野栄
え い じ

司氏（山形市）からお話しを伺うことがで

きました。また、撮影された写真から測候所の様

子が、書いていただいた図面から測候所内部の様

子や東側を除いて風よけのための石垣で囲まれて

いたこともわかりました。

　それらの情報を元に現地調査を行ったところ、

測候所の石垣跡と考えられる物を見つける事がで

きました。

図２　気象観測記録（山形気象台所蔵）
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図３　気象観測記録（山形気象台所蔵）
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２．測候所の内部の詳細と風よけの石垣について
　棚野氏のお話によりますと、「蔵王山測候所」

は蔵王にあるお地蔵さんから地蔵岳山頂までの山

道を登りきったすぐの所にあったとのことです。

建物は平屋建て（測風棟のみ三階建て）、入口は

お地蔵さんからの山道に面した北側、測風棟は南

側にあったとのことです（図４－図７）。

　棚野栄司氏に書いていただいた「蔵王山測候

図４　「蔵王山測候所」（棚野栄司氏提供）

図５　「蔵王山測候所」と百葉箱（棚野栄司氏提供）
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図６　「蔵王山測候所」（棚野栄司氏提供）

図７　「蔵王山測候所」（棚野栄司氏提供）
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所」の内部（図８）に示します。入口付近の床は

コンクリートだったようです。山形地方気象台が

平成４年に出版した「山形の気象百年」により

ますと、蔵王山測候所の面積は42. 4坪（140. 2平
米）とのことでした。図面から考えますと、南北

20m位、東西７m～８mの大きさではなかったか

と推測されます。

　棚野氏によりますと、「蔵王山測候所」は、東

側を除き、風よけのための石垣（高さ１－1. 5m
位、幅70－80cm位）があったとのことでした。

棚野氏が撮影された「蔵王山測候所」の石垣を図

９－図11示します。測候所は、風速70mに耐える

ように設計されていたそうです。石垣は「蔵王山

測候所」の周囲を囲んでいたことから、西側は

20m位、南側は10m位、北側は７－８m位の長さ

ではなかったかと推測されます。

　なお、棚野氏が1980年代に地蔵岳に登った際に

は石垣が残っていたとのことでした。そこで、令

和３年６月15日に地蔵岳山頂で石垣の調査を行っ

たところ、人工的に積み上げられたと考えられる

石垣（長さ10m位、高さ50cm位、幅70－80cm位）

を確認しました（図12－図13）。石垣は、山道を

登って10m位南にいったところにあります。この

石垣はハイマツに覆われている所もあることか

ら、最近に作られた物であったり、他にあったも

のが移動された物ではないと考えることができま

す。昭和20年当時と比べますと、高さが低く、長

さが短くものでした。撮影した写真を、棚野氏に

見ていただいたところ、石垣跡であると確認して

いただきました。

図８　「蔵王山測候所」内部の様子（棚野栄司氏作成）
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図11　「蔵王山測候所」の測風棟と石垣（棚野栄司氏提供）

図９　「蔵王山測候所」の測風棟と石垣（棚野栄司氏提供） 図10　「蔵王山測候所」の測風棟と石垣（棚野栄司氏提供）
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図12　石垣跡

図13　石垣跡
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３．昭和22年米軍撮影の空中写真
「蔵王山測候所」の場所を特定するため、国土地

理院の空中写真を調査しました。図14に最新の空

中写真（国土地理院所蔵）を示しました。上が北

で、南北の白い線はお地蔵さん（北側）から地蔵

岳（南側）に向かう山道です。Google Earthなど

もそうですが、空中写真は真上から撮影されてい

ることから、写真からは、石垣の有無は判別でき

ません。

　さて、米軍は昭和21年から全国各地で空中写真

を撮影しています。地蔵岳については、昭和22年
９月７日撮影のものから３枚、昭和22年11月13日
撮影のものから４枚の写真が見つかりました。図

15に昭和22年９月７日に撮影された空中写真を示

しました。上が北で、南北の白線はお地蔵さんか

ら地蔵岳に向かう山道です。なお、棚野氏のお話

によりますと、この山道は測候所建設のため、木

を伐採して切り開いた道とのことでした。

　さて、米軍撮影の空中写真には、地蔵岳山頂に

２つの建物が写っています。山道を上がってすぐ

にある建物が「蔵王山測候所」で、東側約100ｍ
のところにある建物が「東北国大学　蔵王高層気

象着氷対策研究所」と考えられます。これによっ

て「蔵王山測候所」の場所が特定できました。

　また、空中写真に写っている「蔵王山測候所」

は、今回見つかった石垣跡の位置と一致すること

から、見つかった石垣跡は「蔵王山測候所」の風

よけのための石垣跡と判断されました。また、今

回見つかった石垣は、「蔵王山測候所」の西側に

あった石垣のうちの南側半分程度が残ったと考え

られます。

図14　空中写真（最新　国土地理院所蔵　拡大）
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４．意義と今後の展望
　気象台には「蔵王山測候所」を場所を示す地図

や、位置情報（北緯38 度９分、東経140度26 分、

海抜1760m）は残されていました。しかし、精度

が悪く、測候所の正確な位置は分かりませんでし

た。今回の石垣跡の発見によって測候所の位置を

特定することができました。現在、地蔵岳で一番

高い標高は1736ｍとなっております。測候所は地

蔵岳の一番高い所に位置していたことが分かりま

す。従って、測候所での気象観測は、1760ｍでの

観測記録となっていましたが、1736ｍであると修

正する必要があります。

　地蔵岳は周囲の山々を撮影するのに好適なス

ポットして利用されています。しかし、戦時中、

地蔵岳に「蔵王山測候所」と「蔵王高層気象着氷

対策研究所」があったことについては全く知られ

ていません。石垣跡は戦争遺跡で あり、その存

在を伝えていく意義は大きいと考えられます。

図15　空中写真（昭和22 年９月７日　米軍撮影　USA-M485-17　国土地理院所蔵　拡大）


